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乳酸産生菌の給与が雛の発育と飼料の消化に及ぼす影響  

一色 泰，田中宏昭，戸田啓伸，中広義雄  

EFFECT OF LACTOBACILLIIN THE DIET ON THE GROWTH RATE  

AND THE DIGESTION OF FEEDIN CHICKENS  

l血takaIssHIKI，Hiroaki’mNAKA，HironobuTbDAandⅥ）ShioNAMIRO  

ThedailygainofsinglecombWhiteLeghorncockerels（35－day－Old）wereinvestigatcdafterftedingadietwith  

Lactobacilu3CaSeiorBacillus coqgulan‡atO01％1evel（1010／g）for35days．Thereafter，the birdswere attachedthe  

arti丘cialanus，andthedigestiontrialwascarriedoutuslngthesamediet… Theresultsobtainedaresummari2：ed a＄  

fbllows：   

1）Feedingofthedietaddedeitherofbothbacteriaresultedinasignificantincreaseofdailygain，thoughthefeed  

intakeincreasedinftedingofthedictwithbactelia，SOthatthcrewasnosigni点cantincreaseinthe鈷ede用ciency。   

2）WhenchickenswereftdthedietwitheitherofbothbacteriathedigcstibilityofcrudefatwasincIeaSedsig－  

ni缶cantly，althoughdigestibilitiesoftheotheInutrientswe‡elittleafrbctedbythedietarysupplementofthebacteria。   

Fromtheseresults，itmaybeconcludedthatthesupplementofLactobacillitothedietresultedinastimulationof  

ft：edintake，andconsequently，thedailygalnWaSincreasedinchickens．  

鶏雛に乳酸遮虫歯を給与したときの飼料の利用性と消化率を調べるために，35日齢の単冠白色レグホーン種雄雛に  

対して，乳酸産生菌エαCわろαC∠肋scαSβよ－とβαCよ〝〟川叩糾血那をそれぞれ0い01％（1×1010／g）添加混合した飼料で35  

日間飼育し，その間の増体重・飼料摂取盈および飼料効率を比較調査した．さらに同実験終了後これらの鶏に人工肛  

門の設着手術を施したのち，乳酸塵生菌添加飼料の消化率を測定した．  

1）両乳酸産生薗ともにその添加により有意に増体したが，飼料摂取畳も多かったため飼料効率では僅かによくをる  

程度であった1．  

2）乳酸産生菌の添加はいずれも粗月旨肪の消化率が有意に高くなったが，他の成分では差がみられをかった．   

以上の結果，乳酸産虫歯の給与は雛の発育促進と，僅かではあるが飼料の利用性を向上させる効果が認められた．  

緒  

鶏は飼料の消化管内通過速度が一・般に他の家畜よりも早く，消化管内における微生物の影響は比較的少いものとさ  

れている。しかし，有用微生物の腸管内での増殖は雛の発育を向上させる可能性を示唆した報告もある（1）．著者ら（2）  

は慣用配合飼料に乳酸産生菌を添加し，連続給与すると，消化管内におけるアンモニアの産生が抑制される結果，  

消化管からの吸収盈が減少するとともに，血液中および尿中アンモニア値が低下することを認めた．さらに高蛋白質  

飼料に乳酸産生菌を添加し，これを雛に連続給与すると，血液中の金堂素は増加するが，非蛋白態，尿酸態，アンモ  

ニア態，および尿素憩室束の減少することも併せて報告した（3〉．一・方，消化管内（1・4）および血液中（1・5・¢）のアンモニ  

ア憩室素は抗生物質の投与によっても減少す－ることばすでに認められており，抗生物質を雛に給与すると発育が促進  

されると報告されている偏・ト11） い 抗生物質投与による雛の発育促進は血液中のアンモニアが減少し，その解毒に必  

要なエネルギ・－が節約できるためであろうと推論されている（8）小 また，血液中の代謝性窒素が増加すると尿中に排泄  

される窒素盈も多くなる（12‾16〉．もし，乳酸産生菌の給与によって発育促進の効果があるとすれば，それは抗生物質  

の場合と同様機序に基づくものと思われる．本実験は，先報の実験（2）と同様の条件を設定し，主に実用的を面から賽  

付けを行うために，鶏の雛に乳酸産生菌を連続給与したときの飼料の利用性とその消化に及ぼす効果を確めようとし  

たものであるu   
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材料および方法  

実験Ⅰい 飼料の利用性について：供試鶏は5月5日に膵化した単冠白色レグ射－ン種雄雛を慣用の方法により，同  

一・条件下で育雛した鶏群より，30日齢時に健康状態の良いもの24羽を選び個体標識後体重測定を行い，各区の個体変  

異と平均体重が近似の備になるように8羽ずつの3区に分け，これを群飼ケ・－ジ内に収容した．試験飼料は表1に示  

した慣用飼料に魚粉10％と1g中1×10×10菌数を含む  

乾燥乳酸産盤菌のエαCめαC去〝〟，ゞCαゞβよ（以下Lと略す．）  

あるいは助cま肋scoαg〟払乃ぶ（以下Bと略す．）を001  

％配合した．対照飼料は乳酸産盤薗の相当盈だけ小麦  

粉で置き換え，他は試験飼料と同一・とした．なお，上  

記飼料の－・般組成も表1に併せ示した通りである．こ  

れらの各飼料は試晩期間中の金星を－・度に配合し，ビ  

ニ・－リレ袋に入れて00Cに貯蔵した．次いで，1日間の  

摂取見込盈よりも僅かに多く取り出して，常時少盈の  

残飼がある程度に1日2回（8時，16時）に給与して，  

自由に摂取させた．なお，飲水も飼料給与時に新鮮な  

ものと取り替え自由にさせた．飼料摂取盈の測定は5  

日ごとに給餌桶の残飼を秤盈し，5EI聞の給与温から  

差し引いた値とした，体重の測定は5日毎に午後1時  

から個体別に秤盈した．   

実験ⅠⅠ小 飼料の消化性について：供試鶏は実験Ⅰ  

に使用した鶏を85日齢に人工肛門の設着手術を行い，  

95日齢に実験Ⅰと同一個体に同様の乳酸産生菌添加飼  

料が給与出来るように区各6羽ずつ健康状態の良いも  

のを選び，（対照区1，289士67g．L，添加区1，349±乃g．  

B，添加区1，349±52g）代謝試験用ケ、－・ジに収容した．  

試験飼料は表1に示した慣用配合飼料に対して，小麦  

粉3％と0い5％の酸化クロームおよび0．01％のLある  

いはBの乾燥乳酸産生菌をよく混合したのち配合した．  

これらの飼料および飲水は1日2回（8時30分，16時）  

実験Ⅰと同様の方法で給与した．試験期間は乳酸産生  

菌に充分慣らす目的で予備期は10日間とし，本試験期  

Tablel．Compositionofdiet  （％）  

Experiment  

I  II  

Ingredient：   

Conventionaldiet  

GrOundyellowcorn  

GrOundmilo ■  

Wheat bran  

Defattedricebran  

Soybeanmeal  

Fishmea】  

AlfAlfえmeal  

Ca carbonate  

Tri－Caphosphate  

Nachloride  

Mineralmixturel）  

Vitaminmixturel）   

Fishmeal   

Lactobacilli   

Wheat meal   

ChごOmicoxide  

Chemicalcomposition：   

Moisture   

CIudep‡Otein   

Crudefat   

Nitrogen free extract 

CIude丘ber   

CTude ash  

89．99  96。49  
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1）IssHIKIandNAl（AHIROIL7）  

は2日間とした．採糞は人工肛門を中心に取りつけたポリエチレン製ビーカーに1日2回朝夕の飼料給与前に金糞を  

採取し，全史を秤盈後，直に－200Cに貯蔵した糞は解凍後個体別によく混合したのち分析に供した．飼料および糞  

申の酸化クロームはBoLINら（18）の方法により，一・般成分はAい0。A．C．（19）の方法により，また粗放維は静置法伽）に  

よって定盤した．なお各成分の消化率は，飼料中に混入した酸化クロー・ムを指標物質とする指標法によって算出した．  

結果および考察  

実験Ⅰ．．飼料の利用性について．乳酸産生菌給与雛の試験期間中における体重の変化．飼料摂取盈および飼料効率  

は一・括して表2に示した通りである．増体重では試験開始後10日間位まで乳酸産生菌添加区は緩慢であったが，その  

後の発育は乳酸産生菌添加区が良く，B添加区では50日齢以後試験終了時まで有意に大きかった．L添加区でもB添  

加区と同程度の発育をしたが，個体差が大きいため対照区との間に有意差がみられなかった．全期間における増体盈  

を算出すると対照区は681士7gであるが，L添加区は乃3士21g，B添加区は740±19gとをり，いずれの乳感産生  

菌も添加により有意に増体した．対照区に対する増体の割合をみると乳酸産生菌の添加区は8％と9％多かった．藤   
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Table2．E鮎ctofLactobacilliindietonthegrowth，fbedintakeandfbedefBciencyofchickens  

（Mean土SEMfor8birds）  

Weight  
■ galn  

Ageindays  

60   65  てA）  40  45  50  5う  30   35  

508  589  670  、775   877   974   681  
士11 士12 士128 士12乱  士128 士12乱 士7乱  

498  596  639   800   914 1029  733  
土17  士21 士25ab 士28乱b 士31孔b 士28机b 士21b   

513   618  722   839   942  1032  740  
士14  士15 土16b 士18b 土21b ±22b  土19b  

Contro1  294  415  

（Stockdiet）  士6 士9  

Stockdiet＋0・01％ 296 388  Body  
Weight（g）  Lactobacillus  

case  

±9  士17  

Stockdict＋0・01％ 292 40l  
Bacillus  
COagulal－S  士7  士14  

Tota1  
30－35 35－40 40－45 45－50 50－55 55－60 60－－65 intake  

（B）  

Contr01  
（Stockdiet）  

Stockdiet＋0．01％  
Lactobacillus  

49‖9 504 563  7l6  706  769  737  2248  

49．9 59．3  64い2  790  76．1  78．3  73小1 2399  

46．6  56．4  66．．4  81－2  77い4  77‖8  77＝1  2414  

Feed  
intake  
（g／bird／day）casei  

Stockdict＋OhOl％  
ちacillus  

COagulans  

A／B  

48．5  36．9  28．8  22．6  29い8  26け5  26．3  30…3  

36．9  371  30…。5  24．6  28．1 29．1  31、5  30．6  

46．8  39．7  31．6  256  30り2  26．5  23い4  30り7  

ContIOl  
（Stockdiet）  

Stockdiet＋0．01％  
Lactobacillus  
caSel 

Stockdiet＋0り01％  
Bacillus  
COaguranS  

Feed  
e鎧ciency  
（％）  

Meanshavingdi鮎rentsuperscriptlettersaIeSignificantlydi鮎Ientat5％1evel・   

田（1）は雛の消化管内におけるアンモニア汲度と腸球菌について調査し，有用微生物の増殖は雛の発育を向上させる  

可能性を示唆している小本実験に用いた乳酸産生菌も増体が良く，有用微生物の1つであり，藤田（1）の推論を姦付  

けるものと考えられる、   

飼料摂取盈では乳酸産生菌を添加した両区はいずれも対照区より多く摂取し，金試験期間中における1羽当たりの  

合計でほ対照区よりもL添加区では151g（6．7％），B添加区では166g（7．4％）多く摂取した．乳酸産生菌の添加に  

ょる飼料摂取盈の増大の要因については飼料の嗜好性，消化性あるいは消化管内の通過速度など種々の要因が考えら  

れる．消化性については後述するが，飼料の消化管内通過速度は乳酸産生菌の添加により早くなることから（2），消化  

管内容物盈を常時－・定に保つとすれば乳酸産生菌の給与によって飼料の摂取盈が多くなる可能性は十分に考えられる・  

一方，飼料の摂取盈が増加すれば飲水盈も増加することばよく知られている（礼22）．乳酸産生菌の給与により飲水盈が  

増加することはすでに前報（2）で述べたが，本実験の結果から考えると，それが飼料摂取盈の増加に伴う一現象で  

あったかも知れない一．   

次いで，飼料効率を算出するといずれの区も梅雨期で天候の不順であった45～50日齢に低い値を示したが，概して  

日時の経過につれて低下する傾向がみられた．全期間中における飼料効率は対照区30．3％（100）に対して，L添加区  

は30．6％（101），B添加区では30．7％（101）とをり，乳酸産生菌の添加は僅かに良くをる傾向がみられたにすぎな  

かった．乳酸産生菌の給与により消化管内および血液中のアンモニア億が低下し，抗生物質投与と類似のパターンを  

示すことは前報で述べたが（8），本実験結果のみからは抗生物質給与時ほど飼料の利用性（7■‾11）の向上に大きな期待は  

もてないものと考えられる．しかし，発育速度の速いことばブロイラー産業をどではその回転率が高められ，また1％   
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程度の飼料効率の改善であっても畜産経営上重要を意義を有するものと考えられる．   

実験ⅠⅠ飼料の消化性につけで慣用飼料に乳酸産生菌を添加し，鵜でその消化率を測定した結果は表3に示し  

Table3E鮎ctofLactobacilliindietonthedigestibilityofchickens（Mean土SEMfbr6birds）（％）  

C  Ce  
f慧t……監t crudeabeI  

82，2士1．1＆  851士1．1   

85∩7士0．9b  85．一7士0小8   

85．3土1‖58b   85い1土1．2  

18小0士511   

17．1土4、1   

14．9土3．2  

Control（Stockdiet）   81・0士10  79．6土3，3   

800士08   

802士312  

Stockdiet＋  
Lactobacillus casei  

Stockdiet＋  
Bacil】uscoagulans  

818土06   

81，4土0日9  

Meanshavingdi恥rentsuperscriptlettersaresignificantlydi駄rentat5％1evcll   

た通りである∩ 粗蟹自質および可溶鰊窒素物では乳酸産生薗を添加した両区はともに対照区に対して差がみられな  

かったが，粗脂肪では乳酸産生薗を添加した両区は約3％消化率が高く，L添加区は対照区との間に5％水準で有意  

差がみられた、また粗繊推では乳酸産虫歯添加により低下の傾向がみられた．このことは乳酸産生菌添加区によって  

食下物の消化管内通過速度の速まりによるマイナ・スの現象といえるかもしれない小 すなわち消化管内で行われる粗繊  

維の消化は主として微生物の作用によるものであって腸管内容物の滞留時間が短縮されるほど大きを影響を受けるも  

のと考えられる．   

以上の結果から，乳酸産虫歯の添加給与によって鶏雛の発育は促進されるが，飼料効率および飼料の消化率への影  

響は小さかったので，発育向上の主要な原因は採食盈の増加によるものと考えられる‖  
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